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4．考察
本分析結果からは、「回復」とされた現在も葛
藤を抱える当事者の姿が浮かび上がってきた。そ
の背景には、社会が作った負のイメージを伴う
「ひきこもり」という枠組みが大きく関連してい
た。
具体的には「ひきこもり」までの重層的な傷つ
き体験と「ひきこもり」経験そのもの双方がトラ
ウマ的記憶となり、当事者に長期的な影響を与え
ていることが明らかになり、この双方への十分な
理解と寄り添いが必要であると示唆された。
また、当事者にとっての「ひきこもり」は、
「ひきこもる」という行為の延長線上にある動き
のある姿として、文脈に応じてより多次元で多義
的な言葉となっていた。状態像を切り取り「ひき
こもり」と「名づけ」、カテゴライズし、選別す
ることが排除や疎外を招く可能性も示唆された。
一方で、「ひきこもり」からの「回復」につい
ては、就労をしたり、対人関係を取り戻しても必
ずしも実感されるものではなく、一律化された到
達点の決定や回復の姿の固定化が、個々の多様な
ひきこもり経験の語りを抑圧していることも見え
てきた。このように、当事者は「ひきこもり」
「回復」いずれも当事者以外の周囲により規定さ
れることで苦しんでおり、そのレッテルの危険性
が示唆された。
5．本研究の限界と今後の課題
先行研究では管見の限り見られない、当事者の
主観から見た「ひきこもり」の「その後」や「回
復」に着目し、その心理社会的影響を描き出した
ことは、当事者へのアドボカシーやエンパワーメ
ントにもつながったと考えられる。
しかし、本研究は探索的研究であり、限られた
調査対象者であるがゆえに、得られた知見を一般
化はできない。加えて調査の性質上、当事者の本
当の「ひきこもり」経験や「回復」観が網羅され
ているとも言い切れない。
今後さらに研究を重ね、得られた語りから理解
を深めていく必要がある。その上で、一方的では
ない、当事者の声を十分に反映させた実践課題を
検討、発信していくことが重要であると考えられ
る。
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